
「自殺防止センターの取り組み」  東京自殺防止センター西原由記子        

活動の中心は電話による相談夜中を中心         （２０１２年５月現在） 
年中無休で夜 8 時から翌朝 6 時までの 10 時間を４本の電話で相談を受けている。 
（本来 24 時間の相談を受け付けねばならないが、現在ボランティアが６０名余で不足。）

一日を 4 つに分けて 4 時間、2 時間を重ねて訓練を受けたボランティアが月に 3 回を原則に

担当している。危機的な相談があるので、担当時間は必ず 2 人が配置。交代時間にコーラ

ー情報（相談者）の引き継ぎや、ボランティア同士の配慮を心がけている。相談は 1 日３

０件から 40 件あり多い時には５０件、そのほとんどが「死にたい」という訴えであり、治

療を受けている人が半数以上。（火曜日のみ夕方５時から活動(公的機関終了後) 
緊急訪問   相談中に緊急出動をする場合がある。これは、いのちの危険が迫っている

ようなときに、本人の許可を得てその人の所まで出かける。この場合、必ず 2 人以上で出

かけます。危険状態の人からの電話を受けているボランティアに対してもう一人のボラン

ティアと相談し、リーダーに連絡し、緊急出動を要請する仕組みである。 
面接相談   十分な時間を取って相談したい人や、会って相談したい人がいる場合、時

間を決めて面談を勧める。しっかり訓練したボランティアは面接相談もできる能力を持っ

ている。緊急性の高い相談者にも面接相談。（自殺未遂をした直後のコーラーや自殺者遺族） 
エバグリーンの集い  自殺者遺族は様々な思いで過ごしているので、安全かつ安心して

お互いに辛い体験を語り合う場として１９９９年から始めて２０１２年４月で１４８回。

毎月最後の日曜日の午後に開催。平均して１０人から２０人が、秋田など遠くから関西大

阪神戸などから集まったが最近は東京・さいたま・神奈川県・の参加。ライフリンクなど

から紹介やセンターのホームページを見て参加。(参加費無料) 
コーヒーハウス   人間関係に疲れ、うつになった人や統合失調症などで孤独で友人が

いないなどを抱えている人たちが集まり、お互いに話し合う場としてコーヒーを飲みなが

ら過ごすプログラム。毎週火曜日の午後と金曜日の夜の２時間。会費２００円。集まって

いる人の中に自殺未遂者が３０代の男性もいる。毎回１０人程度の参加。  
 
今後の課題 アウトリーチプログラムとして、自殺未遂者への集い(やじろべえの会)  

教育的プログラムとして学校への働きかけが必要である。２０１１年北日本震災が起こり、

メンタルケアー活動を展開。精神的に追い詰められている方々への感情的サポートを展開。 
以上、自殺防止センターの紹介、どんなに心がけていても、ほんの隙間から自殺は起こり

ます。現場で私たちにできることを見極めて活動。民間団体との横の連携・公的機関との

連携をきめ細かくする。未遂者ケアーは連携する必要課題  
 
要するに自殺予防・防止は包括的な取り組みが重要であることを自覚。公的機関との協力

はアプローチ・連携・組織としての切る口をどのように工夫が必要であるかを考え改善必

要すべき点など。サポートを必要としている人を中心に動く体制をどう構築するか？          
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特定非営利活動法人ほほえみの活動について 
（地域自殺対策緊急強化基金活用） 

 
 

【団体の概要】 

団体等名 特定非営利活動法人ほほえみ 代表者 田口直人 

団体所在地 新潟県十日町市 

設立年月日 平成２２年３月５日 会員数  ５５４人 

活動目的 
十日町市地域において、人と人をつなぎ支え合いの心を育てながら、安

心・安全でいつまでも豊かに暮らし続けられる支援活動を行い、福祉の増

進とまちづくりに寄与することを目的とする。 

活動内容 

○普及啓発活動 
 広報媒体を作成し啓発活動を行いました。 
 ・マグネットステッカー 
  ほほえみ所有車３台及び理事私有車に貼り啓発活動を行いました。 
 ・自殺防止カレンダー（平成 24 年度版） 
  十日町市川西地区全戸及び関係機関へ配布 
 ・のぼり旗（通年掲示） 
 ・自殺防止広報入りポケットティッシュ 
 ・自殺防止広報入りクリアーファイル 
 広報媒体を活用し、地域イベント等における啓発活動及び情報発信。 
 ハイリスク者の発見及び専門機関への連絡等。声かけ運動。など 
○人材育成事業 
 人材を養成することによる、会員の自殺対策に対しての意識の向上をめ

ざし、秋田グリーフケア研究会涌井真弓様をお迎えして研修会を開催。 
【自殺総合対策大綱策定にむけての要望・意見】 
○自殺は様々な要因が複雑に関係して起きると考えられる。 

NPO 法人等は継続した啓発活動を行い、自殺予防の気運の醸成を高めることへの一

役を担ってきているが、広く浅くとなってしまう活動状況に限界を感じている。 
表面的な事業だけではなく、一歩踏み出した事業展開が必要であり、今後は行政と

NPO 法人等が連携を強めていく必要があると考える。（NPO 法人等への見守りをする

人の情報提供など。）       
こうした連携について具体的に大綱に盛り込むことは可能か。 

○地域（市町村）に保健師、精神保健福祉相談員の人数が少なく、ハイリスク者の発

見が難しい現状である。 
地域と密接にかかり合い、適切な対応に結びつけていくことが自殺対策にもっとも 

重要だと考えられる。市町村への人件費の補助を行い、対応ができる人数の確保（保

健師、精神保健福祉相談員）をお願いしたい。 
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